
●運
はこ

ぶもの

●船
ふね

の種
しゅ

類
るい

水
みず

に暮
く

らす人
ひと

々
びと

荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶ船
ふね

生
せい

活
かつ

の場
ば

となった船
ふね

明
めい

治
じ

以
い

降
こう

、近
きん

代
だい

化
か

が進
すす

むと、外
がい

国
こく

からの輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

や国
こく

内
ない

のさまざまな地
ち

域
いき

から多
おお

くの物
ぶっ

資
し

が東
とう

京
きょう

へ運
はこ

ばれるようになった。水
すい

路
ろ

がたくさんあっ
た中

ちゅう

央
おう

区
く

では、このような荷
に

物
もつ

は船
ふね

で目
もく

的
てき

地
ち

まで運
はこ

ばれていた。その
ため、船

ふね

で荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶことを仕
し

事
ごと

にし、その船
ふね

で生
せい

活
かつ

をする人
ひと

がいた。
彼
かれ

らを水
すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

とよんだ。

隅
すみ

田
だ

川
がわ

は水
すい

深
しん

が浅
あさ

いため、たくさんの荷
に

物
もつ

を積
つ

んだ大
おお

型
がた

船
せん

は、河
か

口
こう

までしか入
はい

ること
ができなかった。そこで小

こ

回
まわ

りがきく小
こ

型
がた

船
せん

に荷
に

物
もつ

を積
つ

みかえ、問
とん

屋
や

や工
こう

場
じょう

の倉
そう

庫
こ

な
どがある河

か

岸
し

に運
はこ

んだ。そのような小
こ

型
がた

船
せん

を「はしけ」といい、いろいろな種
しゅ

類
るい

があった。

水
すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

の子
こ

どもたちの学
がっ

校
こう

問
もん

題
だい

は大
たい

変
へん

だった。家
いえ

である船
ふね

は、昼
ひる

間
ま

に移
い

動
どう

するので、
子
こ

どもが学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ってきても、どこへ行
い

ったかわからなくなったり、学
がっ

校
こう

から遠
とお

く
へ移

い

動
どう

してしまったりして、学
がっ

校
こう

へ行
い

くこ
とができないこともあった。そのため、1930
（昭

しょう

和
わ

５）年
ねん

に、寝
ね

泊
と

まりできる寮
りょう

つきの
「東

とう

京
きょう

水
すい

上
じょう

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

」（月
つき

島
しま

校
こう

舎
しゃ

）ができた。

荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶ船
ふね

（はしけ）は、荷
に

物
もつ

を積
つ

む部
ぶ

分
ぶん

の下
した

を部
へ

屋
や

にして生
せい

活
かつ

をした。この部
へ

屋
や

を「セジ」（せいじ）とよん
でいた。船

せん

尾
び

に台
だい

所
どころ

スペースがあり、はしごで下
した

の部
へ

屋
や

へと出
で

入
い

りをしていた。お風
ふ

呂
ろ

はなく銭
せん

湯
とう

へ行
い

って
いた。

神
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水
すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

の分
ぶん

布
ぷ

図
ず

東
とう

京
きょう

の水
すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

の数
かず図

ず

解
かい

大
おお

型
がた

船
せん

から小
こ

型
がた

船
せん

に積
つ

みかえ、倉
そう

庫
こ

まで
運
はこ

ぶ。

中
ちゅう

央
おう

区
く

では、箱
はこ

崎
ざき

川
がわ

、新
しん

川
かわ

、八
はっ

丁
ちょう

堀
ぼり

川
がわ

、築
つき

地
じ

川
がわ

に多
おお

く見
み

られた。東
とう

京
きょう

港
こう

が未
み

整
せい

備
び

だった昭
しょう

和
わ

の
はじめは、横

よこ

浜
はま

港
こう

まで行
い

く船
ふね

もあった。
第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

には、ぐっと数
かず

が減
へ

り、今
いま

ではいない。

1943（昭
しょう

和
わ

18）年
ねん

にできた深
ふか

川
がわ

校
こう

舎
しゃ

。
だんだんと水

すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

も少
すく

なくなり深
ふか

川
がわ

校
こう

舎
しゃ

は1966年
ねん

に、寮
りょう

だけとなった月
つき

島
しま

校
こう

舎
しゃ

も1970年
ねん

に廃
はい

止
し

となった。

だるま船
ふね

だ円
えん

のような形
かたち

の船
ふね

。ほかの船
ふね

に引
ひ

かれて移
い

動
どう

した。幅
はば

が広
ひろ

く、ごろんとした形
かたち

のため、だる
まと名

な

づけられたといわれる。

横
よこ

から見
み

たところ 船
ふね

の上
うえ

で食
しょく

事
じ

をつくり、洗
せん

たくもした。子
こ

どももよく家
か

事
じ

を手
て

伝
つだ

った。

伝
てん

馬
ま

船
せん

名
な

前
まえ

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に宿
しゅく

場
ば

に置
お

かれた馬
うま

にちなんで
いる（→p.41）。手

て

こぎの船
ふね

で、渡
わた

し船
ぶね

にも使
つか

われた。

土
ど

曜
よう

日
び

の午
ご

後
ご

に船
ふね

に帰
かえ

り、月
げつ

曜
よう

日
び

に学
がっ

校
こう

へ戻
もど

る。帰
かえ

るときは、親
おや

の会
かい

社
しゃ

に電
でん

話
わ

を
して船

ふね

の場
ば

所
しょ

を聞
き

いてから、寮
りょう

を出
で

る。

❶親
おや

方
かた

荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶ会
かい

社
しゃ

を経
けい

営
えい

（回
かい

漕
そう

業
ぎょう

）。
今
いま

の運
うん

送
そう

会
がい

社
しゃ

の社
しゃ

長
ちょう

に当
あ

たる。

❸船
ふな

子
こ

世
せ

話
わ

人
にん

船
ふな

指
さし

の部
ぶ

下
か

で、平
ひ

人
ら

の先
せん

輩
ぱい

。船
ふな

乗
の

りをなん年
ねん

か経
けい

験
けん

している人
ひと

。

❹平
ひ

人
ら

船
ふな

子
こ

世
せ

話
わ

人
にん

の下
した

で働
はたら

くいちばん
経
けい

験
けん

の浅
あさ

い人
ひと

。

❷船
ふな

指
さし

荷
に

物
もつ

の割
わ

りふりやスケジュール
管
かん

理
り

、船
ふな

乗
の

りの世
せ

話
わ

やお金
かね

の支
し

払
はら

いなどをした。

船
ふな

乗
の

りには階
かい

級
きゅう

があった
セジの上

うえ

は荷
に

物
もつ

を積
つ

むところ。

船
せん

首
しゅ

には船
ふね

の道
どう

具
ぐ

や
荷
に

物
もつ

などを置
お

いていた。

船
せん

首
しゅ

倉
そう

庫
こ

が空
あ

いていないときは、何
なん

日
にち

も荷
に

物
もつ

を積
つ

んだまま川
かわ

岸
ぎし

で待
ま

った。そのため船
ふね

で生
せい

活
かつ

するようになったようだ。

※読
よ

みは『水
すい

上
じょう

労
ろう

働
どう

者
しゃ

と寄
より

子
こ

の生
せい

活
かつ

』（文
ぶん

明
めい

協
きょう

会
かい

）を参
さん

考
こう

とした。

食
しょく

事
じ

勉
べん

強
きょう

寮
りょう

校
こう

舎
しゃ

帰
き

宅
たく

船
せん

尾
び

台
だい

所
どころ

1932（昭
しょう

和
わ

7）年
ねん

※「水
すい

上
じょう

生
せい

活
かつ

者
しゃ

の
　生

せい

活
かつ

現
げん

状
じょう

」より

※国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

、東
とう

京
きょう

都
と

民
みん

政
せい

局
きょく

調
ちょう

査
さ

より。

月
つき

島
しま

校
こう

舎
しゃ

は
今
いま

の月
つき

島
しま

第
だい

二
に

小
しょう

の前
まえ

の、
勝
かち

どき児
じ

童
どう

館
かん

の場
ば

所
しょ

に
あったんだって。

そのほかに汚
お

泥
でい

、油
あぶら

、大
だい

豆
ず

など。

セメント
石
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材
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木
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紙
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石
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炭
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貨
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子
こ

 どもたちは水
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上
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小
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学
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校
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へ

家
か

族
ぞく

に電
でん

話
わ
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就
しゅう

寝
しん

高
たか

瀬
せ

船
ぶね

運
うん

航
こう

しやすいように細
ほそ

長
なが

く、浅
あさ

瀬
せ

で使
つか

われた手
て

こぎの船
ふね

。
数
すう

人
にん

が乗
の

りこんで、こぐ大
おお

型
がた

のものもあった。

曳
えい

航
こう

船
せん

エンジンを積
つ

み、ほかの小
こ

型
がた

船
せん

を引
ひ

く船
ふね

。


